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ヘッドライン　超重元素の化学 
ニホニウム Nhの誕生とその周辺

　今般 113 番元素ニホニウム並びに，115,117 および 118 番元素の「元素名」と「元素記号」
が決まり，周期表には 118 番元素までの元素が隙間なく揃った。そこで，この機会に特に超
ウラン元素，超重元素の発見の歴史，超重元素発見のその意義，超重元素に関連した核化学
などについて解説していただく。
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次号予告　　65 巻　4号 ヘッドライン： 市民として必要な基礎・基本の化学Ⅺ 
―児童・生徒・学生は，ここがわからない―

　東京理科大学基礎工学部は，今年で創設 30 周年を迎えます。本学部は，電子応
用工学科，材料工学科，生物工学科の 3学科からなり，初年次を北海道長万部町に
おける大自然に囲まれたキャンパスにて全人的教育を実施しています。全寮制のも
と 3学科の区分けを取り除いた融合的な初年次教育から，多様な分野で活躍できる
技術者・研究者の育成を目指しているのが大きな特徴です。写真は，日々刻々と変
わる噴火湾と山々の稜線のコントラストを背景に楽しむことができる男子寮（1号
棟）です。

表紙の言葉　東京理科大学基礎工学部長万部キャンパス（男子寮）


